
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学校名 大垣市立星和中学校 

実施期間 平成２６年１１月２９日（土）～１２月２２日（月） 

実 施 概 要 

１２月を「福祉活動重点月間」とする。持ち寄り資源回収などの地域でのボランティ

ア活動を重点的に行う。福祉月間のスタートにあたり、１１月２９日に生徒の福祉集会、

授業参観、PTA豚汁、PTA献血、PTA情報モラル研修会を実施し、学校を保護者・地域に

公開した。１２月２２日に「福祉フェスティバル」を開催し、年間を通した活動成果発

表の場として、保護者・地域の方に公開した。 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑他（福祉・ボランティア活動） 

公開の方法 

 ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来校者数 
保護者 ３００  人 

計     ３２０     人 
地域関係者 ２０  人 

実 施 状 況 

【福祉集会】１１月２９日（土） 

・ボランティア活動（身近でできるプチ・ボランティア）の奨励 

・「いじめゼロスクール」を目指しあいさつ運動、「シャボン魂」（よさ見つけ）の奨励 

【PTA授業参観】１１月２９日（土）             写真は早朝落ち葉掃き 

 ・保護者、学校評議委員に生徒の学習の様子、教育環境を公開 

【PTA豚汁】１１月２９日（土） 

 ・PTA学年学級委員会等による生徒への豚汁サービス 

【PTA献血】１１月２９日（土） 

 ・保護者・地域に献血協力を呼びかけて実施 

【PTA情報モラル研修】１１月２９日（土） 

 ・ＳＮＳ機器使用の実際の講演、家庭における約束づくりについて啓発 

【第２４回福祉フェスティバル】１２月２２日（月）＜生徒の成果発表＞ 

①生徒会執行部・オレンジ委員会の取組発表 

②国際ボランティア部の取組発表 

③各学年の「オレンジの時間」（総合的な学習の時間）の活動成果発表 

・１年生テーマ［福祉を知る］福祉施設の方々との交流の成果 

・２年生テーマ［福祉を学ぶ］勤労体験活動等で学んだ成果 

・３年生テーマ［福祉を行う］「福祉・進路学習」で学習した成果 

成果及び課題 

○地域・ふるさとに貢献する福祉活動について、これまでの取組の大切さを再認識し、

「取り組んできてよかった、これからも進んで取り組みたい」という意識ができた。 

○ＰＴＡの協力を得て豚汁のサービスができ、共に活動する喜びが得られた。また、生

徒会のグループセービング（持ち寄り資源回収）の取組が評価され、生徒の家族や地

域にも定着してきた。 

○授業参観、豚汁作業、献血、福祉フェスティバルに保護者や地域の方が来校され、学

校の取組や地域での福祉・ボランティア活動を伝え広めるよい機会となった。 

●平成３年「星和中福祉宣言」以来、営々とつないできた福祉の心を形を変えながら継

承してきた。今後も、２学期制や土曜授業を踏まえ、年間を見通して活動を見直す。 

 


